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近
藤
牧
雄
氏
は
、
60
歳
に
な
っ
た
ら
機

械
に
乗
る
仕
事
は
や
め
よ
う
と
常
々
考
え

て
い
た
。
そ
し
て
、
余
生
は
水
耕
栽
培
の

管
理
だ
け
で
自
適
に
暮
ら
そ
う
と
。

今
年
そ
の
60
歳
を
迎
え
る
。
し
か
し
、

田
畑
と
の
付
き
合
い
は
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

「
今
、
大
学
に
通
っ
て
い
る
娘
を
卒
業

さ
せ
無
事
に
嫁
が
せ
る
ま
で
は
、
コ
メ
も

麦
も
続
け
る
。
ま
だ
稼
ぐ
必
要
が
あ
る
」

近
藤
氏
は
こ
れ
ま
で
、
農
業
を
人
生
の

30
％
に
と
ど
め
、
趣
味
や
家
族
の
た
め
に

使
う
残
り
70
％
を
充
実
さ
せ
る
糧
を
得
る

手
段
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
。

し
か
し
、
生
来
の
好
奇
心
旺
盛
な
性
分

か
ら
、
そ
の
割
合
は
時
に
大
き
く
変
動
す

る
。
自
身
を
興
味
の
赴
く
ま
ま
飛
び
つ
く

〝
ア
マ
ガ
エ
ル
〞
と
呼
び
、
こ
れ
ま
で
先

進
的
な
取
り
組
み
を
数
々
行
っ
て
き
た
。

ま
だ
有
効
な
除
草
剤
も
均
平
機
械
も
な

い
こ
ろ
に
乾
田
直
播
に
挑
戦
し
た
。
航
空

防
除
全
盛
の
時
代
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
の
免

許
を
取
り
ヘ
リ
防
除
の
有
効
性
を
訴
え

た
。
ま
た
、
現
在
ス
ガ
ノ
農
機
1
主
催
で

開
催
さ
れ
る
「
有
機
物
循
環
農
法
研
究
会
」

の
立
ち
上
げ
に
奔
走
し
た
り
も
し
た
。

そ
の
近
藤
氏
が
今
、
真
剣
に
農
業
経
営

愛知県安城市

【経営データ】
■年間売上：2200万円
■経営面積：コメ（コシヒカリ・あいちのかおり）-8ha（乾田直播）、

麦（農林61号・イワイのダイチ）-6ha、
ミツバ（先覚）-26a（水耕栽培）

■労働構成：本人、妻、パート6名
■売 り 先：コメ・麦・ミツバともに農協に全量出荷

※■の数字は資料請求番号です

播種後すぐに乗用管理
機型ブームスプレーヤ
で写真奥の「三共の草
枯らし」を、ついで約
3週間後の入水直前、
写真手前の「クリンチ
ャーバスEM」を散布す
る。「このふたつでほと
んど大丈夫だが、それ
でもだめな時は入水後
にもう一回『マメット
SM粒剤』を使う」と近
藤氏。ブームスプレー
ヤのノズルは、ノンド
リフトのフォームノズ
ルを使う。

不耕起V溝直播機
（鋤柄農機㈱「AD-101」）
1～2月に代かきし、乾田状態でV字に掘っ
た溝に筋播きする不耕起V溝直播栽培は、
現在、愛知県で1050haほど普及している。
近藤氏は、妻が体が弱く育苗作業に加わ
れないこと、友人山口研氏（写真下）が
積極的に同栽培に取り組むのを間近で見
たことで、すべての田を直播に切り替え
ることにした。作業は同機を使う近隣の
営農組織に委託。V字溝は土中に亀裂を入
れ発芽に必要な酸素供給には有利だが、
最後尾に付く分銅による覆土は構造上浅
く、保湿に難があると山口氏。現在、山
口氏はレーザーレベラで圃場を均平にす
ることで代かきを省く“不練り”に取り
組んでいる。
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近
藤
牧
雄
氏
は
、
近
い
将
来
、
水
耕
栽
培
一
本
に
絞
り
、
麦
、
コ
メ
か
ら
手
を
引
く
考
え
だ
。
そ
の
幕
引

き
に
選
ん
だ
の
が
乾
田
直
播
。
〝
背
を
向
け
た
〞
と
自
身
の
経
営
を
評
す
る
が
、
近
藤
氏
の
機
械
、
資
材

選
び
に
は
、
過
去
の
取
り
組
み
を
通
し
て
培
っ
た
経
験
に
基
づ
く
意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

写真奥：除草剤（三共アグロ㈱「三共の草枯らし
写真奥：20r」）
写真手前：除草剤（日産化学工業㈱「クリンチャ
写真奥：：ーバスEM液剤 500P」）62
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62 安城市で積極的に乾田直
播に取り組んだ先駆者、
山口研氏

▲



種モミの消毒は、写真右の自作撹拌機でする。田植えから直播
に切り替える際、追加で入れた薬剤は写真左の「チウラム80
（粉剤）」。割合は種もみ20kgに対し、水800P、「テグリード」
80P、「スミチオン」6P、「チウラム」が100g。「あまり早く回
すと上ブタに中身が寄るため、取り付けるモータのスピードに
気を付けた」と近藤氏。

液状複合肥料
（㈱ファイトクローム「エレマックス 0-28-26」）
同じくピシウム苗対策に導
入した耐病効果がある液
肥。水温が29℃を超えると
急激に被害が増え悩んでい
たところ、農薬メーカーか
ら勧められた。リン酸では
なく、リンの成分量・作物
吸収性が高い亜リン酸を主
成分とし、病害への抵抗性
機構の発現を促進する。肥
料登録品で使用作物を選ば
ないため、登録農薬の少な
いマイナークロップ生産者
には「貴重な資材」と近藤
氏は話す。
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の
幕
引
き
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
引
導
と

し
て
選
ん
だ
の
は
、
か
つ
て
挑
戦
し
た
乾

田
直
播
だ
。
現
在
、
愛
知
県
で
は
鋤
柄
農

機
1
の
不
耕
起
V
溝
直
播
機
を
使
っ
た
直

播
栽
培
が
広
範
囲
に
普
及
し
て
い
る
が
、

近
藤
氏
は
近
隣
の
営
農
組
合
へ
作
業
委
託

し
、
す
べ
て
の
田
に
直
播
を
取
り
入
れ
た
。

「
自
分
は
す
で
に
一
線
を
退
き
、
背
中

を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
技
術
が
す
ご
い
か

ら
や
る
と
い
う
の
で
は
な
い
」

こ
う
は
言
う
も
の
の
、
妻
が
病
気
で
倒

れ
苗
作
り
を
手
伝
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ

れ
で
も
コ
メ
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
か
ら
選
ん
だ
同
技
術
は
、
省
力
と
低
コ
ス

ト
が
命
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
の
コ
メ
生
産

に
、
ひ
と
つ
の
答
え
を
提
起
す
る
。

加
え
て
、
近
藤
氏
が
同
栽
培
を
取
り
入

れ
た
の
は
、
安
城
市
高
棚
営
農
組
合
の
友

人
、
山
口
研
氏
に
自
身
の
若
き
日
を
重
ね

た
か
ら
で
も
あ
る
。

「
楽
で
き
る
や
り
方
を
探
す
の
は
当
た

り
前
」
と
言
う
山
口
氏
は
、
同
僚
か
ら
の

反
対
を
押
し
切
り
直
播
を
始
め
成
功
さ
せ

た
。
現
在
は
、
不
耕
起
V
溝
直
播
栽
培
の

要
、
冬
季
代
か
き
を
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
に

よ
る
均
平
に
変
え
〝
不
練
り
〞
の
直
播

に
挑
戦
し
て
い
る
。

「
一
業
種
一
世
代
」
を
標
榜
し
、
自
分

の
代
で
幕
を
閉
じ
よ
う
と
す
る
近
藤
氏
だ

が
、
農
業
経
営
に
と
っ
て
大
切
な
〝
な

に
か
〞
を
引
き
継
ぐ
相
手
は
す
で
に
見

つ
け
て
い
る
。

（
野
村
大
樹
）

スーパー読者の経営力が選ぶあの商品この技術

改
造
ハ
ロ
ー
シ
ー
ダ

（
松
山
㈱

「
H
R
2
0
0
B
」）

細
霧
冷
房
機
（
フ
ル
タ
電
機
㈱

「
A
C
6
0
4
0
S
」）

直播した田から望む連棟ハウス
稲刈り前の中干しまで水を切らない田で
は、用水から侵入したフナが25cmを超え
るまで成長することもあるという。奥に見
えるのは、近藤氏が「死ぬまで夢を追う」
ために建てた水耕栽培用連棟ハウス。

取り付ける作業機はブームスプレー
ヤと溝切り機。溝切りはコンバイン
作業を円滑に行うための中干しのた
めで、溝を掘り排水を促進させる。
同機の保管は、タイヤへの負荷を考
慮して、ジャッキアップしておく。
座席下には色付きの新聞折込チラシ
を挟んであるが、これは作業時のマ
ーカーとして使う。近藤氏は「紙な
ので使ったらそのままにできる。こ
れもりっぱな資材」と話す。

ミツバの種子消毒
近藤氏は、セ
メント用のハ
ンドミキサを
使ってミツバ
のロウ質にキ
ズ（発芽を促
進）を入れた
後、5℃の予
冷庫で1カ月
程度、乾燥・
冷却させるこ
とで消毒す
る。できるだ
け農薬の使用を制限するための工夫。こう
すると「菌が死滅し、定植後病気が出ない」。

水を細霧にして送風することで、ハウス内の室
温を下げる。夏季ハウス内の温度が上昇し、ミ
ツバや現在試験中のサンチュの発芽率が著しく
低下したため同機を導入した。1台15万円ほど
するため、8棟あるハウスすべてをカバーするに
は16台が必要で、最低限の育苗スペースのみに
設置している。日の当たる入口付近には、冷却
とダニ防止のため、塩ビパイプにノズルを取り
付けた簡易細霧冷房設備を自前で設置している。

麦用に使う搭載型施肥・播種機に動噴を取り付け、写真
左下にあるように鎮圧ローラ上部に取り付けたブームか
ら除草剤を同時散布する。仕組みはPTOジョイントに
ギアを取り付け、チェーンで動噴のシリンダを回しブー
ムに薬液を送る。PTO回転と動噴のマッチングによる
散布ムラも、「撒けさえすれば」問題ないとのこと。

金属銀剤（㈱サトウセン「オクトクロス」）
銀の微細な粒子をナイロン繊維上に均一にメッキし
た、水耕栽培用殺菌剤。細菌類､かび類に有効。微量
の銀イオンが溶液中に溶出し､銀や酸化銀、塩化銀の
間で反応が起こり、OHラジカルが形成されることに
より作物の根に菌を寄せ
付けない。培養液タンク
に漬けておくだけの手軽
さに加え、以前は登録農
薬の少なさからEC濃度を
上げることでしかピシウ
ム苗による根腐病を抑制
できなかったが、現在は
「同剤のおかげでその心
配をほとんどしなくても
よい」という。
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殺菌剤
（三共アグロ㈱
「チウラム80」）
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乗用管理機
（井関農機㈱「愛さいか 17」）


